
とくに嚥下障害が問題となる神経内科疾患 

１．脳血管障害 

   脳梗塞、脳出血、クモ膜下出血など 

２．神経変性疾患 

   筋萎縮性側索硬化症、パーキンソン病、多系統萎縮症、 

   進行性核上性麻痺など 

３．筋疾患 

   進行性筋ジストロフィー、多発性筋炎、封入体筋炎など 

４．末梢神経疾患 

   ギラン･バレー症候群、家族性アミロイドポリニューロ 

   パチー、糖尿病性神経障害など 

５．神経免疫疾患 

   多発性硬化症、視神経脊髄炎、重症筋無力症など 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これらの疾患群の中で、特に嚥下障害が問題となる神経内科疾患として、脳血管障害、神経変性疾患、筋疾患、末梢神経疾患、神経免疫疾患などが挙げられます。
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